
まちづくりの目標 評
価
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当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

交通安全教育・啓発の推進

交通安全教育等推進事業

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2555

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

幼稚園、保育所、小学校、中学校での交通安全教室の開催数

高齢者交通安全教室等の開催数

回

回

幼稚園、保育所、小学校、中学校交通安全教室参加者数 人

高齢者交通安全教室等参加者数 人

令和 年度（ 年度決算分）3 2

H30 H31 R2 R4

H30 H31 R2 R4

R4R2H31H30

　幼稚園、保育所、こども園、小・中学校等において、歩行教室や自転車安全運転教室などの交通安全教室を開催するほか、高
齢者等を対象とした反射材教室、高齢者教室などの交通安全教室を開催する。また、交通安全意識の向上を図るため、関係機
関・団体等と連携して、交通安全運動の展開や街頭キャンペーンなど交通安全の啓発活動を実施する。

交通指導員、事務員人件費

幼稚園、保育所、こども園、小・中学校の幼児、児童、生徒
地域の交通安全指導者

　幼児、児童、生徒に交通安全の基礎知識を身に付けてもらう。
　地域の交通安全指導者に交通安全や街頭指導の知識を習得してもらい、指導者を通じて地域へ波及させる。

老人クラブ会員等

　高齢者に交通安全の知識を身に付けてもらう。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
小学校の休校期間中に教室が開催できなかっ
たことに加え、幼稚園、保育所等において密
を防ぐため、教室参加人数を縮小して行った
等のため、目標値の約４６％に留まった。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
高齢者教室や地域団体の主催する交通安全教
室の開催数が減少したため、目標値の約３７
％に留まった。

令和 年度5

R3

R3

R3

年度3 交通安全都市推進協議会補助金、交通安全母の会連絡協議会ほか１団体　補助金
その他（幼、保、こ、小・中交通安全教室、高齢者等交通安全教室の開催など）

％46.5

％37.1

点12

点16

平成 年度（決算）30 平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（予算）3

43,112 42,642 42,119 43,185

24,207 23,672 23,414 24,480

18,905 18,970 18,705 18,705

Ｃ 継続

　各世代に対する交通安全教室では、直近の交通環境や身近な課題などに対応できるような内容とするよう配慮して実施した。

　引き続き、交通安全教室の実施内容については、体験型学習を増やすなど、参加した市民が理解、実践しやすい方法を工夫する。
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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
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標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

交通安全教育・啓発の推進

交通安全啓発推進事業

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2555

市

平成 年度～28

⑨2- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

交通安全フェア開催日数

統一街頭キャンペーン実施回数

日

回

交通安全フェア参加者数 人

統一街頭キャンペーン参加者数 人

令和 年度（ 年度決算分）3 2

H30 H31 R2 R4

H30 H31 R2 R4

R4R2H31H30

　交通安全フェアの開催や交通事故死ゼロを目指す日一斉キャンペーンなど、市内統一街頭キャンペーンを開催することで、交
通安全に対する意識向上を図り、交通事故防止を促進する。

啓発塔管理費等一般管理経費

高松市民

　交通安全意識や交通ルール、マナーを守る意識を広める。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、交通安全フェアの開催を中止した。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、統一街頭キャンペーンを中止した。

令和 年度5

R3

R3

R3

年度3

％0.0

％0.0

点0

点0

平成 年度（決算）30 平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（予算）3

12,513 10,716 10,567 10,642

1,926 93 92 167

10,587 10,623 10,475 10,475

Ｄ 継続

　各地域で実施しているキャンペーン等の各種交通安全に関する行事は、交通安全母の会会員等ほとんどの方がボランティア活動で参加され
ていることから、ボランティアに過度な負担がかからないよう、道路使用許可申請の代行申請など適切なサポートを行い、行事を継続して実
施していくための工夫が必要である。

　交通安全フェアは、開催時期、場所を変更し、交通事故が多い高齢者等を対象に、交通安全に関して実際に体験できるコーナーを設けるな
ど見直しを行う予定である。
　また、交通安全統一キャンペーンは、広く市民に認知され参加者も多く、交通安全事業としての意義も大きいことから、継続実施すること
が妥当である。
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【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
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成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位
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標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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安全で安心して暮らし続けられるまち

安全で安心して暮らせる社会環境の形成

交通安全対策の充実

交通安全教育・啓発の推進

高齢者等交通安全啓発推進事業

市民政策局

くらし安全安心課

087-839-2555

市

平成 年度～28

一般重点 ⑨2- ①ソフト事業（法律による実施義務有）

高齢者交通安全教室等の開催数 回

６５歳以上の運転免許証自主返納者数 人

高齢者交通安全教室等参加者数 人

令和 年度（ 年度決算分）3 2

H30 H31 R2 R4

H30 H31 R2 R4

R4R2H31H30

　高齢者に、加齢による身体能力の低下の自覚と危険予測の考え方を身に付けてもらえるよう、参加体験型の交通安全教育の普
及に努めるとともに、高齢者の自主的な運転免許証返納の促進策として、ＩＣカード乗車券を交付することにより、高齢者が関
係する交通事故の減少を図る。

高齢者運転免許証返納促進事業

高松市の高齢者（６５歳以上）

　運転免許証の自主返納により、高齢者が当事者となる交通事故が減少する。
　体験型の交通教室の実施により、高齢者自身が加齢による身体能力の低下を自覚し、危険予測の考え方の普及や
交通安全知識の向上が図られる。

　返納者数が昨年から約１割減少したものの
、目標値を上回る返納者数となった。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
高齢者教室や地域団体の主催する交通安全教
室の開催数が減少したため、目標値の約３７
％に留まった。

令和 年度5

R3

R3

R3

年度3 　シニアイルカカード、ＪＲイコカカード、タクシー現金チケット（１万円×１，１８１件）など
高齢者交通安全教室、交通安全高齢者自転車大会等の開催
交通安全フェア開催その他

％140.8

％37.1

点12

点35

平成 年度（決算）30 平成 年度（決算）31 令和 年度（決算）2 令和 年度（予算）3

16,200 21,066 18,882 17,018

12,419 17,272 15,141 13,277

3,781 3,794 3,741 3,741

Ｂ 改善継続

　高齢者向けの各種啓発事業に加え、交通安全の啓発対象となりにくい大学生や成人の自転車乗用マナーの苦情などが寄せられている現状を
踏まえ、より効果的な啓発方法を検討する必要がある。
　また、運転免許証返納促進事業について、持続可能な制度となるよう制度見直しを行う必要がある。

　更なる高齢者の運転免許証の自主返納を促すため、効果的な周知啓発に努めるほか、民間企業との連携を図り、高齢者以外の世代を対象と
した自転車に関するセミナーを開催するなど啓発活動を拡充する。
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